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当社は、深刻化する地球温暖化への対応や、有限である資源の有効利用が人
類共通の重要課題と考えています。　　　

当社の事業活動における環境負荷の低減や社会への貢献を目指し、継続的改
善を行い、全社一丸となって自主的・積極的に、環境への取組を進めてまいりま
す。

　 １．次の事項に取り組みます。

　　　　1-1．車両のエコドライブの推進や電気の省エネルギーの推進で二酸化炭素
　　　　　　排出量を削減する

　　　　1-2．産業廃棄物及び一般廃棄物の削減

　　　　1-3．水使用量の現状維持
　
　　　　1-4．グリーン購入の推進

　　　　1-5．工場周辺の清掃活動の推進

　　　　1-6．化学物質の適正管理

２．関係する環境関連法規を遵守します。

３．地域貢献活動の推進

２０２０年　４月　１日

中山化成有限会社
 代表取締役　　　谷口　知幸

お客様（得意先及び仕入先）には安心を。従業員にはやりがいを。

① 最高の商品を、最高の形でお客様へ提供します。

② 何事にも感謝の心を忘れず、心から「ありがとう」といえる人間になります。

③ 誰もが自分の意見を発言でき、自律した人間集団になります。

④ 常に前を向き、苦難・逆境を乗り越えられる強い組織(人間)になります。

【基本理念】

【行動指針】

１．１）経営理念

１．環境経営方針

－3－

Nakayamakasei  Environment Report 2020



　■組織の概要

（１）名称及び代表者名
　　　中山化成有限会社
　　　代表取締役　　谷口　知幸

（２）所在地
　　　【本　　　社】　大分県日田市大字川下１３３-６
　　　【日高工場】　大分県日田市大字日高２３０８-１
　　　【川下工場】　大分県日田市大字川下７２-１

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
　　　環境管理責任者 ： 日高工場　生産管理係　生産管理グループ　GL　三坂　桂介
　　　担　　　当　　　者 ： 総務部 総務係　江田　彩
　　　連　　　絡　　　先 ： Ｔｅｌ　０９７３-２４-５２２８

（４）事業内容
　　　本社：ウレタン加工品の製造・販売
　　　日高工場･川下工場：車両用シートの縫製及びそれに準ずる製造

（５）事業の規模
　　　【売上額】　２０２０年度…１９億７９３９万円
　　　【その他】

総合計９５名
 ※２０２１年４月１日時点

（６）事業年度
　　　４月～翌３月

（７）法人設立年月日
　　　１９７８年 ５月

（８）資本金
　　　１,０００万円

　■認証・登録の対象組織・活動

登録組織名 ： 中山化成有限会社

関連事業所 ： 本　　　社

　 　　　　  　日高工場

　 　　　　　  川下工場

対 　象　 外 ： 無し

活　　　　 動 ：本社…ウレタン加工品の製造・販売

　　　　　    日高工場･川下工場…車両用シートの縫製及びそれに準ずる製造

本　　　社 日高工場 川下工場
社員 5名 33名 17名

延べ床面積 51㎡ ６６０㎡ ８９７㎡

パート 0名 4名 3名
技能実習生 0名 6名 0名
派遣社員 0名 13名 14名

【周辺地図】

中山化成㈲
川下工場

大分方面

福岡方面

中山化成(有)

日高工場
中山化成㈲

本社

２．事業概要及び取組の対象組織・活動
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 ■役割分担表

・代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ

・環境経営方針を作成・見直し、従業員に周知する

・環境管理責任者、ＥＡ２１事務局員を任命する

・環境への取組を実施するための資源（人・もの・金）を準備する

・ＥＡ２１全体の取組状況に関し評価、見直しを実施する

・経営における課題とチャンスを整理し、明確化する

・環境経営目標、環境経営計画を作成する

・上記の結果を代表者に報告する

・１ヶ月に１回開催し、社内調整、対応を検討する

・社外からの環境情報の収集と伝達を行う

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する

代表者

全従業員

環境管理責任者

・ＥＡ２１ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築し、実行し、環境実績を
向上させる

・３ヶ月に１回、環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実行状況を確認する

ＥＡ２１委員会
・環境管理責任者を補佐し、ＥＡ２１文書及び記録類、及び基礎データの作成・維持・集計・
管理を行う

部門長（工場長） ・環境経営方針、自部門の環境経営目標、環境経営計画を部門全員に周知する

代表者

代表取締役 谷口 知幸

環境管理責任者

日高工場 生産管理係
生産管理グループ ＧＬ ： 三坂 桂介

ＥＡ２１委員会

谷口 知幸
三坂 桂介
中野 めぐみ
福永 梓
諌山 滉太
畑 遥暉
江田 彩
古澤 要

本社

総務部 部長

谷口 知幸

日高工場

工場長

谷口 知幸

川下工場

工場長

谷口 知幸

３．ＥＡ２１実施体制

副環境管理責任者

日高工場 製造係 ： 中野 めぐみ
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　　　二酸化炭素排出量についての環境目標は、原単位表示にしている為、二酸化炭素排出量総量について
　　　下記に表示します。

４．１）二酸化炭素排出量総量の推移

４．環境経営目標

（単位：ｔ-CO2）

2018年度 2019年度 2020年度

本社 - - -

日高工場 84 73 80

川下工場 100 82 101

合計 184 155 181

本年度 来年度 再来年度

（2020年度） （2021年度） （2022年度）

目標値 目標値 目標値

同一建物内でウレタン部門を”やわらか製作所㈱”と分社化し、

環境負荷を分けることが出来ない為、数値目標は立てず活動を行う

313.91 313.91 310.77 307.63

(▲1％) (▲2％)

328.51 328.51 325.22 321.94

(▲1％) (▲2％)

同一建物内でウレタン部門を”やわらか製作所㈱”と分社化し、

環境負荷を分けることが出来ない為、数値目標は立てず活動を行う

620 620 614 608

(▲1％) (▲2％)

2,430 2,430 2,406 2,381

(▲1％) (▲2％)

本社

日高 400

川下 36

日高 -

川下 -

注1）項目６について、本社は化学物質の使用が無い為、除外しております。

注2）項目1 二酸化炭素排出量削減において、2019年度より購入電力の排出係数は、0.462kg-CO2/kwh（2018年度 

　　　㈱エコア）を使用しております。

注3）項目1について、日高・川下工場の灯油・軽油使用量は、目標達成が続いた為、ガソリン使用量は対象車を変

更した為、2020年度に基準値を変更しております。

注4）項目1について、電気使用量は、昨年度の生産台数実績から１台当たりの電気使用量を算出し、今年度の予定

台数に反映し、2020年度より毎年、基準値を変更します。

注5）項目2-2について、目標達成が続いた為、2020年度に基準値を変更しております。

注7）項目4について、グリーン購入に関する社内規定…「エコ商品と比較したときに価格が10%以上高くなる場合は、

　　　エコ対象外商品を購入する。」

基準値

１
二酸化炭素排出量の
削減

ｋｇ-ＣＯ2
/稼働日

数

本社

日高

川下

本社

日高

川下

環境経営目標 単位 工場

現在のリサイクル率（１００％）を維持２-１
産業廃棄物のリサイク
ル推進

％ 全工場 100

実績無し
地域の実態調査を行い、活動回数を把握して、数値
目標を定める

２-２
一般廃棄物排出量の
削減

ｋｇ

３ 水使用量の現状維持 ㎥

井戸水使用の為、数値目標は立てず活動を行う

現状維持

社内規定に基づき100％を目指す全工場 不明４ グリーン購入の推進

注6）項目1、項目2-2について、ウレタン部門分社化の為、数値目標は立てず活動を行います。

6 化学物質の適正管理

工場周辺の清掃活動５-１

５-２ 地域の活動に参加 回 全工場

数値目標を立てず、適正に管理する

月１回行う実績無し全工場回
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①

②

③

1

2

3

4

5

1 ドアや窓を開けっ放しにしない

2 重ね着をする（ウォームビス推進）

1 エコドライブ等、運転方法の配慮を励行する

2 配送（社用車）の無駄をなくす

Ⅰ

Ⅱ

Ⅱ. 軽装（クールビズの推進）、重ね着をする（ウォームビス推進）

対策：クールビズ推進、ウォームビス推進ポスターを掲示。

◆取組結果への対策

軽装（クールビズの推進）、重ね着をする（ウォームビス推進）

サーキュレーターを使用し、部屋の空気を循環させる。

Ⅰ. コンプレッサーを使用し、部屋の空気を循環させる。

対策：コンプレッサーを設置する。

◆取組結果の評価

1 電気使用量の１％削減

事務所・現場の照明は、昼休み・残業時等不必要な時は消灯す
る ○

食堂・トイレ等の照明は、普段は消灯し、使用時のみ点灯する ○

○

○

2 灯油使用量の１％削減

○

ガソリン使用量 L

灯油使用量 L

二酸化炭素排出量 kg-CO₂/稼働日数

責任者：坂入　　担当者：江田

【達成状況の判定】　　○：達成率≧100％　△：100＞達成率≧95　×：達成率＜95　＊達成率＝目安÷実績×100

取組目標 活動項目 実施状況

項　目 目標の目安（指標） 実績値 達成率（％） 達成状況

電気使用量 kWh

○

1.

2.

サーキュレーターを使用して、冷暖房の空気を循環させた

感染症対策の換気以外、ドアや窓の開けっ放しがないように協力して取り組めた

夏季における軽装(クールビズ)の推進

OA機器(パソコン)は省電力設定にする

コンプレッサーのエアー漏れ点検

○

判定

【実施状況の判定】　　○：実行されている　△：実行されているが十分でない　×：実行されていない　ー：判定できない、該当しない

3 ガソリン使用量の１％削減
○

△

○

※ 同一建物内でウレタン部門を”やわらか製作所㈱”と分社化し、

環境負荷を分けることが出来ない為、数値目標は立てず活動を行う

コンプレッサーの写真

本 社

５．環境経営計画とその取組結果

サーキュレーターを設置

クールビズ推進ポスターを掲示

１）二酸化炭素排出量の１％削減
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①

②

③

④

※化石燃料使用量について、2014年度より日高工場と川下工場の実績値を分配

1

2

3 空調の適温化(冷房28度程度、暖房20度程度)の徹底

4 夏季における軽装(クールビズ)の推進

5 電力不要時は、負荷遮断、変圧器の遮断を行う

6

7

1 ドアや窓を開けっ放しにしない

2 重ね着をする（ウォームビス推進）

1 エコドライブ等、運転方法の配慮を厳行する

2 配送（社用車）の無駄をなくす

④ 1 エコドライブ等、運転方法の配慮を励行する

　

■二酸化炭素排出量

※化石燃料使用量について、2014年度より日高工場と川下工場の実績値を分配した為、2014年と比較

○

稼働日数 247

軽油使用量 13,800 L 13,272 104%

コンプレッサーのエアー漏れ点検 ○

① 電気使用量の１％削減

二酸化炭素排出量 314 kg-CO₂/稼働日数 300 105%

68,057

✖

ガソリン使用量 3,600 L 3,129 115% ○

灯油使用量 610 L 773 79%

電気使用量

【実施状況の判定】　　○：実行されている　△：実行されているが十分でない　×：実行されていない　ー：判定できない、該当しない

○

○

項　目 目標の目安（指標） 実績値

○

食堂・トイレ等の照明は、普段は消灯し、使用時のみ点灯する

責任者：三坂GL　　担当者：中野・諌山

【達成状況の判定】　　○：達成率≧100％　△：100＞達成率≧95　×：達成率＜95　＊達成率＝目安÷実績×100

取組目標 活動項目 実施状況

③ ガソリン使用量の１％削減
○

○

軽油使用量の1％削減

② 灯油使用量の１％削減
△

○

○

OA機器(パソコン)は省電力設定にする

事務所・現場の照明は、昼休み・残業時等不必要な時は消灯す
る

○

○

○

達成率（％） 達成状況

○

kWh 64,871 105% ○

日高工場

366

457
416

377 355

297 300

0

100

200

300

400

500

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

年度排出量比較(kg-CO₂/稼働日数)

315 329
355

389 398

334 341

404 395
426
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2014年度 2020年度

目標値：314kg-CO₂/稼働日数

基準年度同月排出量比較(kg-CO₂/稼働日数)

105%目標達成!!
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①電気使用量

・食堂・トイレ等の照明は、普段は消灯し、使用時のみ点灯する

①-1

①-4

①-5

･事務所・現場の照明は、昼休み・残業時等不必要な時は消灯

　する

・夏季における軽装(クールビズ)の推進

・電力不要時は、負荷遮断、変圧器の遮断を行う

◆取組項目

(kg-CO₂/稼働日数)

※2011年度は3か月分の電気使用量

チェックシートの写真

推進のポスターの写真

（kWh）基準年度同月使用量比較

6,894 

9,006 

11,772 

14,700 

12,804 

10,464 

7,464 

9,282 9,180 

16,134 

12,720 

7,728 
5,798 

3,032 

5,261 
6,254 6,416 

5,676 

4,070 
4,708 

6,808 6,792 
5,525 

4,531 

64,871 

0
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【
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【
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2010年度 2020年度 2020年度累計

年間目標値：68,057kWh（kWh）

128,148 

33,078 

105,240 99,600 
93,594 

101,448 
88,830 

73,500 
66,633 66,030 64,871 

0

20,000

40,000
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80,000

100,000

120,000

140,000

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

年度使用量比較
（kWh）

105%目標達成!!

節電エコチェックシート

クールビズ推進ポスターを掲示

チェックシートの写真

クールビズ推進ポスターを掲示

配電盤 点検表

節電エコチェックシート
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②灯油使用量

※化石燃料使用量について、2014年度より日高工場と川下工場の実績値を分配した為、2014年と比較

③ガソリン使用量

※化石燃料使用量について、2014年度より日高工場と川下工場の実績値を分配した為、2014年と比較
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（L）
年間目標値：3,600L

基準年度同月使用量比較
（L）

79%目標達成

115%目標達成!!
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④軽油使用量

※化石燃料使用量について、2014年度より日高工場と川下工場の実績値を分配した為、2014年と比較

・エコドライブ等、運転方法の配慮を厳行する

◆取組項目

③-1

1,299 1,320 

1,542 
1,685 

1,152 

1,547 

1,768 
1,682 

1,428 

1,258 1,258 
1,396 

1,146 

804 
900 
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1,252 1,299 1,271 
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1,023 966 
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基準年度同月使用量比較
（L） 年間目標値：13,800L （L）

17,335 17,694 

14,784 15,172 
14,029 13,473 13,272 

0

4,000

8,000

12,000
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（L）

年度使用量比較

104%目標達成!!
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Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ 灯油使用量の目標値を来期で実績を考慮したものに変更する

×

目標値の見直し（電気使用量：年間予定出荷台数を基に算出、灯油・ガソリン・軽油使用量：実績を基に算出）

灯油使用料のみ感染症予防の換気を行っていた為、年間を通して未達成

温度計を設置し、休み時間に確認する

重ね着をする（ウォームビス推進）

ドアや窓を開けっ放しにしない

”②-1 ドアや窓を開けっ放しにしない”について感染症予防の為、２時間おきに換気を行った △

Ⅰ. ドアや窓を開けっ放しにしない

対策：ドア開閉時にビニールカーテンの使用を徹底する

Ⅱ. 重ね着をする（ウォームビス推進）

対策：ウォームビス推進ポスターを掲示

Ⅲ. 温度計を設置し、休み時間に確認する

◆取組結果への対策

2.

3.

◆取組結果の評価

1. ○

判定

ウォームビズポスターの写真

ウォームビズ推進ポスターを掲示

ビニールカーテン

温度計

換気チェックシートで

２時間おきの換気の確認
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①

②

③

④

※化石燃料使用量について、2014年度より日高工場と川下工場の実績値を分配

1

2

3 夏季における軽装(クールビズ)の推進

4

5

1 ドアや窓を開けっ放しにしない

2 重ね着をする（ウォームビス推進）

1 エコドライブ等、運転方法の配慮を厳行する

2 配送（社用車）の無駄をなくす

④ 1 エコドライブ等、運転方法の配慮を励行する

　

■二酸化炭素排出量

※化石燃料使用量について、2014年度より日高工場と川下工場の実績値を分配した為、2014年と比較

△

項　目 目標の目安（指標） 達成率（％） 達成状況

二酸化炭素排出量 329 kg-CO₂/稼働日数 95%

実績値

347

責任者：福永　　担当者：畑・古澤

○

△

○

OA機器(パソコン)は省電力設定にする

① 電気使用量の１％削減

コンプレッサーのエアー漏れ点検

② 灯油使用量の１％削減

稼働日数 247

○

【達成状況の判定】　　○：達成率≧100％　△：100＞達成率≧95　×：達成率＜95　＊達成率＝目安÷実績×100

取組目標 活動項目 実施状況

事務所・現場の照明は、昼休み・残業時等不必要な時は消灯す
る ○

食堂・トイレ等の照明は、普段は消灯し、使用時のみ点灯する ○

○

153,114

2,141

○

ガソリン使用量 1,100 L 105% ○

軽油使用量 3,000 L 109%2,754

1,049

kWh 94% ✖

灯油使用量 1,800 L 84% ✖

電気使用量 143,353

③ ガソリン使用量の１％削減
○

○

軽油使用量の1％削減 ○

【実施状況の判定】　　○：実行されている　△：実行されているが十分でない　×：実行されていない　ー：判定できない、該当しない

川下工場

131 125 125
152

192
129 141

202
238

334

234 235

338 

202 
233 

294 

377 

302 293 

396 

509 487 
442 

331 

0
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2014年度 2020年度

目標値：329kg-CO₂/稼働日数

(kg-CO₂/稼働日数)
基準年度同月排出量比較

186

390
416 433 423

334 347
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2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

年度排出量比較
(kg-CO₂/稼働日数)

95%目標達成
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①電気使用量

①-5 ・電力不要時は、負荷遮断、変圧器の遮断を行う

①-1 ・事務所・現場の照明は、昼休み・残業時等不必要な時は消灯

　する

・食堂・トイレ等の照明は、普段は消灯し、使用時のみ点灯する

◆取組項目

①-4 ・夏季における軽装(クールビズ)の推進

※2011年度は3か月分の電気使用量

基準年度同月使用量比較

2,929 
1,782 

3,873 

5,940 
6,846 

4,590 
3,000 

6,480 
7,284 

12,282 
10,836 

4,662 

13,809 
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16,403 15,878 
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【
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2010年度 2020年度 2020年度累計

（kWh）

年間目標値：143,353kWh

（kWh）

70,504 

24,114 

72,660 69,768 
85,812 

131,244 
138,438 

146,250 
137,070 139,742 

153,114 

0
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2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

年度使用量比較
（kWh）

推進のポスターの写真

チェックシートの写真

94%目標達成

節電エコチェックシート

クールビズ推進ポスターを掲示

配電盤 点検表
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②灯油使用量

※化石燃料使用量について、2014年度より日高工場と川下工場の実績値を分配した為、2014年と比較

③ガソリン使用量

※化石燃料使用量について、2014年度より日高工場と川下工場の実績値を分配した為、2014年と比較
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基準年度同月使用量比較

（L）

105%目標達成!!

84%目標達成
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④軽油使用量

※化石燃料使用量について、2014年度より日高工場と川下工場の実績値を分配した為、2014年と比較

・エコドライブ等、運転方法の配慮を厳行する③-1

◆取組項目
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109%目標達成!!
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Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

◆取組結果の評価

○

×

×灯油使用料のみ感染症予防の換気を行っていた為、年間を通して未達成

電気使用量は昨年より着手していたマスクの生産に伴う裁断機の稼働と、感染症予防の換気により未達成

目標値の見直し（電気使用量：年間予定出荷台数を基に算出、灯油・ガソリン・軽油使用量：実績を基に算出）

◆取組結果への対策

Ⅰ. ドアや窓を開けっ放しにしない

2.

3.

1.

判定

対策：ドア開閉時にビニールカーテンの使用を徹底する

Ⅱ. 重ね着をする（ウォームビス推進）

灯油使用量については、来期で目標値を実績を考慮したものに変更する

温度計を設置し、休み時間に確認する

重ね着をする（ウォームビス推進）

ドアや窓を開けっ放しにしない

対策：ウォームビス推進ポスターを掲示

Ⅲ. 温度計を設置し、休み時間に確認する

ビニールカーテン

ウォームビズ推進ポスターを掲示

温度計
開放厳禁の表示

－17－

Nakayamakasei  Environment Report 2020



責任者：坂入　　担当者：江田

1 マニフェストをもとに廃棄物の適正な処理を行う

責任者：坂入　　担当者：江田

1

3

Ⅰ

【達成状況の判定】　　○：達成率≧100％　△：100＞達成率≧95　×：達成率＜95　＊達成率＝目安÷実績×100

取組目標 活動項目 実施状況

産業廃棄物リサイクル率 100 ％ - - -

項　目 目標の目安（指標） 実績値 達成率（％） 達成状況

産業廃棄物排出量（ｔ） -

#DIV/0! ○

リサイクル率（１００％）の推進 -

【実施状況の判定】　　○：実行されている　△：実行されているが十分でない　×：実行されていない　ー：判定できない、該当しない

項　目 目標の目安（指標） 実績値 達成率（％） 達成状況

一般廃棄物排出量 ｋｇ

【達成状況の判定】　　○：達成率≧100％　△：100＞達成率≧95　×：達成率＜95　＊達成率＝目安÷実績×100

取組目標 活動項目 実施状況

1 一般廃棄物排出量の１％削減

活用できる裏紙の利用 ○

○

○印刷の必要のないものはデータで共有するようにした

コピー用紙、郵便物の封筒、段ボール等を再利用出来た

【実施状況の判定】　　○：実行されている　△：実行されているが十分でない　×：実行されていない　ー：判定できない、該当しない

2
両面使用済みのコピー用紙はリサイクル処理する。重要書類は
シュレッダーにかけ、袋に入れてリサイクル処理する。

○

使用後の製品、容器包装等の回収・リサイクルを行う ○

◆取組結果の評価

1

2

再利用可能・不可能な用紙、封筒を分別する

◆取組結果への対策

Ⅰ. 再利用可能・不可能な用紙、封筒を分別する。

対策：裏紙用回収ボックスを設置する。

判定

※ 同一建物内でウレタン部門を”やわらか製作所㈱”と分社化し、

環境負荷を分けることが出来ない為、数値目標は立てず活動を行う

２－1）産業廃棄物のリサイクル推進

本 社

本 社
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1

1

3

4

■2020年度一般廃棄物排出量推移

Ⅰ

【達成状況の判定】　　○：達成率≧100％　△：100＞達成率≧95　×：達成率＜95　＊達成率＝目安÷実績×100

620 ｋｇ 552 112% ○

リサイクル率（１００％）の推進 マニフェストをもとに廃棄物の適正な処理を行う -

【実施状況の判定】　　○：実行されている　△：実行されているが十分でない　×：実行されていない　ー：判定できない、該当しない

責任者：三坂GL　　担当者：中野・諌山
項　目 目標の目安（指標） 実績値 達成率（％） 達成状況

一般廃棄物排出量

取組目標 活動項目 実施状況

0.17産業廃棄物排出量（ｔ）

産業廃棄物リサイクル率 100 ％ 100% 100% ○

項　目 目標の目安（指標） 実績値 達成率（％） 達成状況

責任者：三坂GL　　担当者：中野・諌山

両面使用済みのコピー用紙はリサイクル処理する。重要書類は
シュレッダーにかけ、袋に入れてリサイクル処理する。

○

【達成状況の判定】　　○：達成率≧100％　△：100＞達成率≧95　×：達成率＜95　＊達成率＝目安÷実績×100

取組目標 活動項目 実施状況

1 一般廃棄物排出量の１％削減

活用できる裏紙の利用 ○

会議用資料や事務手続書類の集約化及び電子化を行う ○
発生したゴミは可能な限り、圧縮等を行い減量する ○

2

【実施状況の判定】　　○：実行されている　△：実行されているが十分でない　×：実行されていない　ー：判定できない、該当しない

◆取組結果への対策

Ⅰ. 再利用可能・不可能な用紙、封筒を分別する。

対策：裏紙用回収ボックスを設置する。

判定◆取組結果の評価

1

2

○

○用紙の再利用、会議の電子化

目標値を実績を基に見直したが、一般廃棄物排出量１％削減の目標を達成

再利用可能・不可能な用紙、封筒を分別する。

２－1）産業廃棄物のリサイクル推進
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1

1

2

4

■2020年度一般廃棄物排出量推移

Ⅰ 再利用可能・不可能な用紙、封筒を分別する。

責任者：福永　　担当者：畑・古澤

責任者：福永　　担当者：畑・古澤

◆取組結果への対策

Ⅰ. 産業廃棄物の処理方法の確認を行う。

産業廃棄物リサイクル率 100 ％

実績値 達成率（％） 達成状況

判定

○

○

○

○用紙の再利用、会議の電子化

目標値を実績を基に見直したが、一般廃棄物排出量１％削減の目標を達成

産業廃棄物のリサイクル率100％達成

2,430

【実施状況の判定】　　○：実行されている　△：実行されているが十分でない　×：実行されていない　ー：判定できない、該当しない

3
両面使用済みのコピー用紙はリサイクル処理する。重要書類は
シュレッダーにかけ、袋に入れてリサイクル処理する。 ○

【達成状況の判定】　　○：達成率≧100％　△：100＞達成率≧95　×：達成率＜95　＊達成率＝目安÷実績×100

取組目標

対策：マニュフェストを毎月確認する。

◆取組結果の評価

1

2

3

【達成状況の判定】　　○：達成率≧100％　△：100＞達成率≧95　×：達成率＜95　＊達成率＝目安÷実績×100

取組目標 活動項目 実施状況

ｋｇ 2,414 101% ○

リサイクル率（１００％）の推進 マニフェストをもとに廃棄物の適正な処理を行う ○
【実施状況の判定】　　○：実行されている　△：実行されているが十分でない　×：実行されていない　ー：判定できない、該当しない

項　目 目標の目安（指標） 実績値 達成率（％） 達成状況

一般廃棄物排出量

活動項目 実施状況

1 一般廃棄物排出量の１％削減

活用できる裏紙の利用 ○

使用済み封筒の再利用 ○

使用後の製品、容器包装等の回収・リサイクルを行う

項　目 目標の目安（指標）

産業廃棄物排出量（ｔ） 54.84

100% 100% ○

２－1）産業廃棄物のリサイクル推進
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責任者：坂入　　担当者：江田

Ⅰ

責任者：三坂GL　　担当者：中野・諌山

1

■基準年度同月使用量比較

Ⅰ

1

水使用量の現状維持 節水をする ○
【実施状況の判定】　　○：実行されている　△：実行されているが十分でない　×：実行されていない　ー：判定できない、該当しない

○節水を意識して取り組めた

取組目標 活動項目 実施状況

◆取組結果の評価 判定

◆取組結果への対策

節水ポスターを掲示する

336 119%

1

◆取組結果への対策

◆取組結果の評価

項　目 目標の目安（指標） 実績値 達成率（％）

水使用量 400

活動項目 実施状況

水使用量の現状維持

判定

○

達成状況

【達成状況の判定】　　○：達成率≧100％　△：100＞達成率≧95　×：達成率＜95　＊達成率＝目安÷実績×100

取組目標

検針票を見て、漏水のチェックを行う ○
【実施状況の判定】　　○：実行されている　△：実行されているが十分でない　×：実行されていない　ー：判定できない、該当しない

節水ポスターを掲示する

目標値を維持できた

㎥ ○

３）水使用量の現状維持
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年間使用量（ℓ） （ℓ）年間目標値：400㎡ 119%目標達成!!

節水ポスターの掲示

日高工場
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責任者：福永　　担当者：畑・古澤

1

■基準年度同月使用量比較

Ⅰ

責任者：坂入　　担当者：江田

責任者：三坂GL　　担当者：中野・諌山

責任者：福永　　担当者：畑・古澤

Ⅰ

グリーン購入の推進 事務用品はエコ商品を購入する

従業員の増加による影響があったが、年間を通して
目標達成

1

△
【達成状況の判定】　　○：達成率≧100％　△：100＞達成率≧95　×：達成率＜95　＊達成率＝目安÷実績×100

取組目標 活動項目 実施状況

水使用量

○

購入時、エコマークを確認する

【実施状況の判定】　　○：実行されている　△：実行されているが十分でない　×：実行されていない　ー：判定できない、該当しない

◆取組結果の評価

◆取組結果への対策

水流し音発生器の設置

○

【実施状況の判定】　　○：実行されている　△：実行されているが十分でない　×：実行されていない　ー：判定できない、該当しない

取組目標 活動項目 実施状況

グリーン購入の推進 事務用品はエコ商品を購入する ○

◆取組結果の評価

【実施状況の判定】　　○：実行されている　△：実行されているが十分でない　×：実行されていない　ー：判定できない、該当しない

○

◆取組結果への対策

㎥ 37 97%

水使用量の現状維持 水流し音発生器の使用によるトイレ用水の節水

判定

【実施状況の判定】　　○：実行されている　△：実行されているが十分でない　×：実行されていない　ー：判定できない、該当しない

1 社内規定を守り、購入できた ○

取組目標 活動項目 実施状況

36

○

活動項目 実施状況

グリーン購入の推進 事務用品はエコ商品を購入する

判定

取組目標

項　目 目標の目安（指標） 実績値 達成率（％） 達成状況

４）グリーン購入の推進
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年間目標値：36㎡

97%
目標達成

本 社

トイレに水流し音

発生器を設置

日高工場

川下工場

川下工場
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責任者：坂入　　担当者：江田

1

Ⅰ

責任者：坂入　　担当者：江田

Ⅰ

項　目 目標値 実績値 達成率（％） 達成状況

工場周辺清掃活動 月 回 毎月1回実施 83%

【実施状況の判定】　　○：実行されている　△：実行されているが十分でない　×：実行されていない　ー：判定できない、該当しない

項　目 目標値 実績値 達成率（％）

活動項目 実施状況

地域の活動に参加する ○

地域の活動に参加

達成状況

✖

【達成状況の判定】　　○：達成率≧100％　△：100＞達成率≧95　×：達成率＜95　＊達成率＝目安÷実績×100

取組目標 活動項目 実施状況

工場周辺の清掃活動を行う 月に１回、工場周辺の清掃活動を行う ✖

■清掃活動の様子

◆取組結果の評価

1

◆取組結果への対策

判定

○４月・5月は感染症拡大の為中止したが、側溝の草むしり等をやわらか製作所㈱の方と協力して取り組む
ことが出来た

少人数の為、場所を決めて取り組む

- - - ○

【達成状況の判定】　　○：達成率≧100％　△：100＞達成率≧95　×：達成率＜95　＊達成率＝目安÷実績×100

取組目標

地域のボランティア活動に積極的に参加する

1

◆取組結果への対策

◆取組結果の評価 判定

○ペットボトルのキャップ、空き缶のプルタブの回収を行った

今取り組んでいるものは継続して行い、参加できそうな取り組みの情報収集をする

【実施状況の判定】　　○：実行されている　△：実行されているが十分でない　×：実行されていない　ー：判定できない、該当しない

５－１）工場周辺の清掃活動

本 社

本 社

５－２）地域の活動に参加
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責任者：三坂GL　　担当者：中野・諌山

1

Ⅰ

責任者：三坂GL　　担当者：中野・諌山

Ⅰ

【達成状況の判定】　　○：達成率≧100％　△：100＞達成率≧95　×：達成率＜95　＊達成率＝目安÷実績×100

取組目標 活動項目 実施状況

工場周辺の清掃活動を行う 月に１回、工場周辺の清掃活動を行う ✖

今取り組んでいるものは継続して行い、参加できそうな取り組みの情報収集をする

【実施状況の判定】　　○：実行されている　△：実行されているが十分でない　×：実行されていない　ー：判定できない、該当しない

項　目 目標値 実績値 達成率（％） 達成状況

工場周辺清掃活動 月 回 毎月1回実施 83% ✖

地域のボランティア活動に積極的に参加する △

地域の活動に参加 - - -

負担が掛からない様、人数を減らし班数を増やす等、班の見直しを行う

○

【達成状況の判定】　　○：達成率≧100％　△：100＞達成率≧95　×：達成率＜95　＊達成率＝目安÷実績×100

地域の活動に参加する

達成率（％） 達成状況実績値目標値項　目

実施状況

■清掃活動の様子

◆取組結果の評価

判定

【実施状況の判定】　　○：実行されている　△：実行されているが十分でない　×：実行されていない　ー：判定できない、該当しない

○ペットボトルキャップの回収を継続出来た

◆取組結果の評価

1

◆取組結果への対策

活動項目

○４月・5月は感染症拡大の為中止したが、その後は新型コロナウイルス感染予防対策を取り、実施できた

判定

1

◆取組結果への対策

取組目標

５－１）工場周辺の清掃活動

エコアクション掃除

チェックリストで管理

５－２）地域の活動に参加

日高工場

日高工場
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責任者：福永　　担当者：畑・古澤

1

Ⅰ

責任者：福永　　担当者：畑・古澤

Ⅰ

人数が増えたので、範囲を広めても良いか検討する

月 回 毎月1回実施 83% ✖

【達成状況の判定】　　○：達成率≧100％　△：100＞達成率≧95　×：達成率＜95　＊達成率＝目安÷実績×100

取組目標 活動項目 実施状況

工場周辺の清掃活動を行う 月に１回、工場周辺の清掃活動を行う ✖

■清掃活動の様子

◆取組結果の評価

今取り組んでいるものは継続して行い、参加できそうな取り組みの情報収集をする

1

◆取組結果への対策

【実施状況の判定】　　○：実行されている　△：実行されているが十分でない　×：実行されていない　ー：判定できない、該当しない

項　目 目標値 実績値 達成率（％） 達成状況

1

◆取組結果への対策

【実施状況の判定】　　○：実行されている　△：実行されているが十分でない　×：実行されていない　ー：判定できない、該当しない

取組目標 活動項目 実施状況

地域の活動に参加する 地域のボランティア活動に積極的に参加する △

地域の活動に参加 - -

○ペットボトルキャップの回収・プルタブの回収は継続出来たが、会社として出来る事を見つけて参加したい

◆取組結果の評価

【達成状況の判定】　　○：達成率≧100％　△：100＞達成率≧95　×：達成率＜95　＊達成率＝目安÷実績×100

判定

工場周辺清掃活動

項　目 目標値 実績値 達成率（％） 達成状況

- ○

○４月・5月は新型コロナウイルス感染拡大の為中止したが、その後は毎月実施できた

判定

５－１）工場周辺の清掃活動

５－２）地域の活動に参加

川下工場

川下工場

－25－

Nakayamakasei  Environment Report 2020



▼海外救援衣料支援活動の案内 ▼収集物活用フロー

継続して実施している活動

Ⅰ） 市役所へ非常食を寄付

非常時用に備蓄していた

カップ麵を寄付しました。

　　　　①ペットボトルのフタ

　　　　②使用済みの切手

　　　　③書き損じのはがき

　　　　④缶のプルトップ 　　地域の社会福祉団体等に寄贈（運営費に活用）

キ
ャ
ッ

プ

九
州
イ
オ
ン

協力会社
粉砕⇒

ペレット⇒
材料

５００円分
で治療用

ペニシリン
23瓶相当

日
本
ユ
ニ
セ
フ

佐
賀
県
支
部

ユニセフ
協力会で

古切手処理
1㎏⇒
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古
切
手
・
使
用
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み
は
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き

〔はがき〕

ニ
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ク
ユ
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本
部

郵便局にて
はがき１枚
⇒45円分の

切手

世

界

の

子
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ワ

ク
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日
本
ユ
ニ
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フ
協
会

４５円分で
水浄化剤

35錠(きれい
な水１５０

㍑相当)

ペットボト
ルキャップ
800ヶで
ワクチン
1本購入

世
界
の
こ
ど
も
た
ち
へ

〔古切手〕

＜窓口＞
ユニセフを支援する
会「母子草」

当社における社会貢献活動の一環として、「海外の難民地域への海外救援衣料
支援活動」を実施致します。
　皆様方のご協力、お待ちしております。

　実施期間：  １０月８日（火）　～　１１月７日（木）

　回収場所：【本社工場】食堂、守衛室
　　　　　　【宮田工場】食堂　　

　対象衣料：

■下記の衣料等は対象外となりますのでご注意下さい

■子ども服はサイズ８０ｃｍ以上の上下分かれたものからの
　対象となります。

■シミ、傷みのないものでお願いします。

≪海外救援衣料支援活動実施のご案内 ≫

ボランティアセンターからのお知らせ

下着、靴下、パジャマ、タオル新　　品

洗 濯 済

企業制服

区　　分 対 象 品

ブラウス、カーディガン、ジャンパー
オーバーコート
ブラウス、カーディガン、新品作業着

～ 回収方法 ～

①直接お持ちいただく場合：総務室 栗崎 までご連絡ください。
②納入便を利用の場合 ：衣料支援の旨を明確にし、積載ください。

注）①、②いずれも下記「救援衣料発送書」を記入し、貼付願います。

小物（ネクタイ、帽子、マフラー） 他

対 象 外

ジャケット（スーツ、ブレザー）
スカート、和服、ベビー服、布団

区　　分

受取不可

取引先であるトヨタ紡織九州様がボランティア活動の一

環として収集活動を行っていると伺い弊社でも参加をして

います。

現在、事務所や休憩所等にペットボトルのキャップと缶の

プルタブ回収BOXを設置し、収集活動を行っております。

また、トヨタ紡織九州様の春と夏に行われる海外救援衣

料支援活動にも参加予定です。

Ⅰ） 収集活動に参加

環境活動アイデア募集

従業員の方へ環境への取り組みに

ついてのアイデア募集を行いました。

５－２）地域の活動に参加

今年度の新たな活動

弊社における取組
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≪スリプロンに含まれる対象の化学物質≫
　①トルエン  第１種  227 
　②Ｎーヘキサン（ノルマル-ヘキサン）    第１種　392 110-54-3 

化学物質の適正管理

Ⅰ

有害性の化学物質の適正管理を行う ○
【実施状況の判定】　　○：実行されている　△：実行されているが十分でない　×：実行されていない　ー：判定できない、該当しない

弊社では、車両用シート製造の工程でスリプロン（有機溶剤）を使用致します。スリプロンにはPRTR対象となる次の2種の
化学物質が含まれている為、使用量の把握と適正管理が必要となります。

取組目標 活動項目 実施状況
責任者：福永　　担当者：畑・古澤

◆取組結果への対策

■有機溶剤塗布場

◆取組結果の評価

1

有機溶剤の使用量を記録し、SDS(製品安全データシート)での管理を引き続き行う

○確実に化学物質の適正管理出来ている

判定

SDS(製品安全データシート)にて管理有機溶剤の使用量を記録

６）化学物質の適正管理

川下工場
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最終確認日：２０２１年６月２１日

　■違反・訴訟等の有無
環境関連法規の違反はなく、関係機関からの指摘も受けておりません。
また、同様に利害関係者からの訴訟等もありませんでした。

法律名等 対象設備、作業等 要求事項

事業系一般廃棄物 委託基準の遵守 契約書を以って確認した。

保管基準の遵守 掲示板を設置した。

許可業者への委託 契約書を以って確認した。

委託基準の遵守 契約書を以って確認した。

産業廃棄物
（排出者責任）

現地視察で確認した。

管理票（マニフェスト票）の交付 記録で確認した。

管理票（マニフェスト票）A票の保管 記録で確認した。

管理票（マニフェスト票）の写しの送
付を受けるまでの期間

記録で確認した。

管理票（マニフェスト票）に関する知
事への定期報告

大分県廃棄物対策課へ2020年度分を
2021.6.24に提出済み。

産業廃棄物の処理困難通知及び
虚偽記載時の対応(特別管理産業
廃棄物含む)

廃棄物の適正管理の確認、対応 該当なし

投棄禁止（未遂を含む） 社員にヒアリングを行い、確認した。

焼却禁止（未遂を含む） 社員にヒアリングを行い、確認した。

毒物・劇物取締法 毒物又は劇物の取扱
保管管理
盗難，漏洩の防止

チェックシートにて確認した。

労働安全衛生法 労働者 健康診断
年に1回(有機溶剤検査は年2回)健康診断を
行っている

第１種又は第２種有機
溶剤に係る設備

掲示

種別区分の標示

作業環境測定 記録で確認した。

保護具

貯蔵及び空容器の
処理

　
有機溶剤中毒
予防規則

(労働安全衛生法
に基づく省令)

（1）有機溶剤
　　トルエン第１種227　/　N-ヘキ
サン（ノルマル-ヘキサン）第１種
392　110-54-3
（2）有機溶剤等
　　有機溶剤及び当該有機溶
　　剤５ｗｔ％を超える含有物
　 ①第１種有機溶剤
　　　クロロホルム等７種類
　 ②第２種有機溶剤
　　 アセトン、トルエン、ＩＰＡ
　　 スチレン等４０種類
　 ③第３種有機溶剤
　　　ガソリン等７種類
（3）有機溶剤業務
　　有機溶剤含有物を用いて
　　行う１２種類の業務

（4）対象作業場所
　　①屋内作業、通風が不十
　　　分な場所など
　　②有機溶剤の製造又は
　　　取り扱う業務

現地で確認した。

現地で確認した。

該当する条項
遵守状況

廃棄物処理法

産業廃棄物
１.廃油
２.廃プラスチック
３.ガラス屑
４.汚泥
５.その他ガレキ類

廃棄物全般

６．環境関連法規等の遵守状況
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最終確認日：２０２１年６月２１日

　■違反・訴訟等の有無
環境関連法規の違反はなく、関係機関からの指摘も受けておりません。
また、同様に利害関係者からの訴訟等もありませんでした。

法律名等 対象設備、作業等 要求事項

自動車の管理 自動車の所有者の責務 該当なし

再資源化等の実施 使用済自動車の引渡義務 該当なし

リサイクル料の納付 再資源化預託金等の預託義務 該当なし

フロン排出抑制法 業務用冷凍空調機器 簡易定期点検 チェックシートにて確認した。

家電リサイクル法
エアコン、テレビ（ブラウン管･液
晶･プラズマ）、冷蔵庫、冷凍庫、
洗濯機、衣類乾燥機

特定家庭用機器廃棄物の再商品化 該当なし

地域の指定

条例による上乗せ規制基準

規制基準の遵守義務

特定施設の設置・の届出

特定施設の数等の変更の届出

氏名の変更等の届出

承継

規制基準の遵守義務

特定施設の設置の届出

特定施設の変更の届出

氏名の変更等の届出

承継

該当する条項
遵守状況

振動規制法

特定施設
・コンプレッサー(原動機の定格出
力が7.5キロワット以上のものに限
る)

日田市は指定地域外により適用除外。

自動車リサイクル法

騒音規制法

特定施設
・コンプレッサー(原動機の定格出
力が7.5キロワット以上のものに限
る)

定義

日田市担当者に確認した結果、届出の必要無し。
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本社、日高工場は現場からの引火及び火災を想定、川下工場は川の氾濫を想定し訓練を実施致しました。

８．環境責任者による２０２０年度の工場全体の評価

７．その他の活動

各工場で防災訓練を実施。(本社) １１月・(日高工場・川下工場） ２月

通報訓練

通報訓練では、別工場を消防署に見立てて、緊急時119通報マ
ニュアルに基づき通報を行いました。消防署からの質問内容は状
況によって変化する為、どの様な状況においても冷静に対応するこ
との重要性を再認識しました。

避難訓練 【火災訓練】

避難訓練では、第一発見者が通報連絡班に火災発生を伝達致しま
した。その後、通報連絡班は緊急構内放送を行い、緊急事態連絡
表に従い連絡を行いました。消火対策班は、粉末消火器にて消火
するふりを行い、避難誘導班は残留者が居ないか確認しながら、駐
車場まで誘導致しました。

防災管理体制フロー

・本 社 数値目標の設定はおこなっていないが、感染症対策を行いながら、活動を行っており取組も

しっかりできている。

・日高工場 ２０２０年度より生産台数を基に電気使用量を算出し、実績値に近い目標値で管理できた。

感染症対策の影響もあり、来期は生活様式の変化に合わせていく必要がある。

・川下工場 日高工場と同様に、生産台数を基に電気使用量を算出し、管理を行った。感染症対策の

為、 換気推進を行っており、来期も必須となる感染症対策を考慮することが必要。

避難訓練 【災害訓練】

災害訓練では、行政・民間より発表されている災害情報を確認し、
工場周辺及び施設内の異常確認を目視により行いました。代表取
締役（訓練の際は別工場）に連絡の後、事前に設定している設備持
ち出しリストにより担当者にて、最低限の設備を持ち出し、退避訓練
を行いました。
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①二酸化炭素排出量について

②産業廃棄物排出量について

　

③一般廃棄物排出量について

④水使用量について

⑤グリーン購入について

　

⑥工場周辺の清掃活動について

⑦地域貢献活動について

■総括

■見直し及び来期以降の変更必要性の有無

実施体制 無し

毎月の委員会は継続して開催されているので有効に機能していると思う。環
境管理責任者及び委員会メンバーを変更したことで不慣れな面もあり、また
新型コロナウイルスの影響で、例年の様な取り組みが難しいところもあった。
今後の心配もあるが、取り組みが自分たちの為、会社の為、地球の為という
意識を持ってもらいたい。来期も全従業員に周知徹底して環境経営に取り
組みたい。

その他環境経営
システムの要素

無し

前年から市より依頼を頂いた布マスクの生産に着手し、地域の方に評価を
頂いた事も非常に良い。また2020年度には非常時用に備蓄していたカップ
麺の寄付を市役所へ行っており、来期ももっと地域のお役に立てるような活
動をして欲しい。火災訓練は、実際に火事が起きた時に怪我の無い様に、ま
た自然災害等、具体的な想定をして行ってほしい。継続が大事なので、委
員会を中心に色々な環境活動にチャレンジして欲しい。

環境経営方針 無し 今期と同様の内容にて継続する。

環境経営目標

無し

環境経営目標と経営計画に変更はないが、今後目標達成が難しいと思わ
れる２工場の灯油使用量（感染症対策の換気により未達成となっている）の
目標値見直しを行う。電気使用量については、業務量が大きく影響してくる
ので、前年の出荷台数を基準に引き続き毎年、目標値の設定を行う。環境経営計画

３工場共に社内基準のグリーン購入が出来ている。ルールが根付いていて評価出来る。

４月５月は新型コロナウイルス感染予防として清掃活動を中止している。夏季は熱中症対策も必要となるので、
無理のない範囲で実施してもらいたい。

例年通りぺットボトルキャップ・プルタブの回収に引き続き取り組んでいる。２０１９年度３月より日田市からの依頼
で、布マスクの生産に着手し、また市役所に非常時用に備蓄していたカップ麺の寄付を行い、地域へ貢献出来
た事は評価できる。

毎月のエコアクション21の委員会資料の電子化を継続出来ていることが非常に良い。別の会議でも電子化を
進めており、継続していきたい。新型コロナウイルスの影響で例年通りの取り組みが難しいことろもあったが、感
染症対策を行い、無理のない様、継続してもらいたい。

変更の必要性 指　　　示

年間を通して日高工場は概ね問題なく目標を達成できている。電気使用量の目標値を生産台数を基に算出し
ているが、川下工場は目標未達成が続いている。日高工場・川下工場共に、感染症対策の換気の影響で灯油
使用料が増加している。今後も換気は必須となる為、考慮した目標の設定が必要。

川下工場でマニュフェストに基づく適正な処理が出来ている。日高工場でスポットの産廃が出ているが、適正に
処理されているので問題ない。

２工場共に概ね目標を達成出来ている。川下工場は生産量の増減に影響を受けやすいので評価出来る。

２工場共に概ね目標を達成出来ている。人数増減の影響があるので評価出来る。

９．代表者による全体の取組状況の評価及び見直し

２０２１年５月１３日
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１０．次年度の取組

■２０２１年度の環境経営目標

本年度 来年度 再来年度

（2021年度） （2022年度） （2023年度）

目標値 目標値 目標値

同一建物内でウレタン部門を”やわらか製作所㈱”と分社化し、

環境負荷を分けることが出来ない為、数値目標は立てず活動を行う

312.32 312.32 309.20 306.07

(▲1％) (▲2％)

358.46 358.46 354.88 351.29

(▲1％) (▲2％)

同一建物内でウレタン部門を”やわらか製作所㈱”と分社化し、

環境負荷を分けることが出来ない為、数値目標は立てず活動を行う

620 614 608 601

(▲1％) (▲2％) (▲3％)

2,430 2,406 2,381 2,357

(▲1％) (▲2％) (▲3％)

本社

日高 400

川下 36

日高 -

川下 -

注1）項目６について、本社は化学物質の使用が無い為、除外しております。

注2）項目1 二酸化炭素排出量削減において、2019年度より購入電力の排出係数は、0.462kg-CO2/kwh（2018年度 

　　　㈱エコア）を使用しております。

注3）項目1について、日高・川下工場の軽油使用量は、目標達成が続いた為、ガソリン使用量は対象車を変更した

為、2020年度に基準値を変更、灯油使用料は目標未達成が続いた為、2021年度に変更しております。

注4）項目1について、電気使用量は、昨年度の生産台数実績から１台当たりの電気使用量を算出し、今年度の予定

台数に反映し、2020年度より毎年、基準値を変更します。

注5）項目2-2について、目標達成が続いた為、2020年度に基準値を変更しております。

注7）項目4について、グリーン購入に関する社内規定…「エコ商品と比較したときに価格が10%以上高くなる場合は、
　　　エコ対象外商品を購入する。」

環境経営目標 単位 工場 基準値

１
二酸化炭素排出量の
削減

ｋｇ-ＣＯ2
/稼働日

数

本社

日高

川下

２-１
産業廃棄物のリサイク
ル推進

％ 全工場 100 現在のリサイクル率（１００％）を維持

２-２
一般廃棄物排出量の
削減

ｋｇ

本社

日高

川下

３ 水使用量の現状維持 ㎥

井戸水使用の為、数値目標は立てず活動を行う

現状維持

注6）項目1、項目2-2について、ウレタン部門分社化の為、数値目標は立てず活動を行います。

社内規定に基づき100％を目指す

５-１ 工場周辺の清掃活動 回 全工場 実績無し 月１回行う

４ グリーン購入の推進 全工場 不明

地域の実態調査を行い、活動回数を把握して、数値目
標を定める

6 化学物質の適正管理 数値目標を立てず、適正に管理する

５-２ 地域の活動に参加 回 全工場 実績無し
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■２０２１年度の主な環境経営計画

1 事務所、現場の照明は、昼休み、残業時等不必要な時は消灯する

2 食堂・トイレ等の照明は、普段は消灯し、使用時のみ点灯する

3 夏季における軽装(クールビズ)の推進

4 電力不要時は、負荷遮断、変圧器の遮断を行う

5 OA機器(パソコン)は省電力設定にする

6 コンプレッサーのエアー漏れ点検

1 感染症対策の換気以外、ドアや窓を開けっ放しにしない

2 重ね着をする(ウォームビズ推進)

1 エコドライブ等運転方法の配慮を励行する

2 配送(社用車)の無駄をなくす

4 軽油使用量の1％削減 1 エコドライブ等運転方法の配慮を励行する

1 リサイクル率(100％)の維持 1 マニフェストをもとに廃棄物の適正な処理を行う

1 活用できる裏紙の利用

2
両面使用済みのコピー用紙はリサイクル処理する
重要書類はシュレッダーにかけ、袋に入れてリサイクル処理する

3 会議用資料や事務手続書類の集約化及び電子化を行う

1 水使用量の現状維持 1 節水をする

1 グリーン購入の推進 1 事務用品はエコマーク商品を購入する

1 工場周辺の清掃活動を行う 1 月に１回、工場周辺の清掃活動を行う

1 地域のボランティア活動等に積極的に参加する

2 ペットボトルのキャップ・空き缶のプルタブの回収

1 化学物質の適正管理 1 有害性の化学物質の適正管理を行う

2 灯油使用量の1％削減

3

１．二酸化炭素排出量の1％削減
取組目標 活動項目

1 電気使用量の１％削減

取組目標 活動項目

1 一般廃棄物排出量の1％削減

ガソリン使用量の1％削減

2-1．産業廃棄物のリサイクル推進
取組目標 活動項目

2-2．一般廃棄物排出量の1％削減

3．水使用量の現状維持
取組目標 活動項目

4．グリーン購入の推進
取組目標 活動項目

6．化学物質の適正管理
取組目標 活動項目

5-1．工場周辺の清掃活動
取組目標 活動項目

5-2．地域の活動に参加
取組目標 活動項目

地域の活動に積極的に参加する1
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